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８月４日(日)に祥雲閣寄席を開催しました。毎年、寄席文化の盛んな姉妹都市

東京都台東区から芸人さんを招き、生の芸に親しむ機会を設けており、今年の公

演で２６回目を数えます。

落語は古今亭菊春さん、柳家小団治さんのお二人が身振りと手振りで一人何

役も演じ時に滑稽、時に人間臭い失敗談を巧みに織り交ぜ、人情に訴えかけるよう

な噺を分かりやすい表現で進めていき、会場の笑いを誘いました。昔からの根強い

ファンはもちろん、最近では海外でも人気が高まってきているというのも納得のプロ

の技！！ お二人ともに声量があり本格的な落語が楽しめました。

大道詩子さんの津軽三味線は大型の三味線だけに音色は力強さとともに繊細さ

も感じられ、厚手のばちで弦をはじき激しく演奏する様子はとても迫力があり、室内

の暑さをもふき飛ばす素晴らしい演奏でした。

演者さんと来場者の方との距離が

近く間近で芸をたっぷり堪能していた

だけたと思います。
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怪談は怖さや怪しさを感じさせる物語の総称です。夏に行われていた残忍な殺しや

幽霊の演出が含まれる歌舞伎の「盆狂言」に由来すると言われています。

江戸時代になると恐ろしい演目が人々に喜ばれたことから怪談話を夏にする

習慣が定着し、夏の風物詩のひとつと言われるようになったそうです。

「牡丹燈籠」「四谷怪談」「番町皿屋敷」は日本三大怪談と呼ばれ

有名な怪談話です。 ※諸説あります。

日時 令和６年 （月・振休）

開 場 １７：３０ 開演 １８：００

場 所 大崎市祥雲閣 研修室

料 金 ２，０００円 全席自由

祥雲閣怪談

「逢魔時の

つどい」

～人気怪談師

城谷歩を囲む怪～
かい

YouTube チャンネル登録者数 11

万人超を誇り「今もっともチケット

の取れない怪談師」とうたわれる城

谷 歩さんが、逢魔時の大崎市祥雲

閣へやってきます。演目は、実話か

ら古典まで保有話数が500話を超え

る怪談の中から、開催当日にその場

で決まります。背筋も凍る恐怖のひ

と時をお楽しみに。

カレンダー ※月曜休館 は休館日（変更する場合もあります）

祥雲閣は、日本の伝統文化の伝承と普及のために利用できる施設です。

茶道をはじめ、筝・謡・舞踊などの発表会やお稽古にご利用いただけます。

和の空間で四季折々の庭園を眺めながらごゆっくりお過ごしください。

入館・見学は無料です。

日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5 6 ⑦ 1 2 3 4 ⑤ 1 ②
8 9 10 11 12 13 ⑭ 6 7 8 9 10 11 ⑫ 3 4 5 6 7 8 ⑨
15 16 17 18 19 20 ㉑ 13 14 15 16 17 18 ⑲ 10 11 12 13 14 15 ⑯
22 23 24 25 26 27 ㉘ 20 21 22 23 24 25 ㉖ 17 18 19 20 21 22 ㉓
29 30 27 28 29 30 31 24 25 26 27 28 29 ㉚

9月 10月 11月

〇所在地 大崎市古川福沼一丁目２番２号

〇電 話 0229-24-3385

〇交 通 JR古川駅から徒歩約20分

車 東北自動車道古川 ICより

約10分

〇駐車場 有

〇休館日 月曜（月曜が祝日の場合は翌日）

＜お知らせ＞

祥雲閣怪談のチケットは販売初日で完売しました。

お求めいただきありがとうございます。

電話予約の方は９月１３日(金)１７時までにチケット

の引き換えがない場合はキャンセル扱いとなります。


